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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、イオンチャネル型グルタミン酸受容体のサブタイプであるN-メチル-D-アスパラギン酸（NMDA）受容体のサブユニットをコードしています。NMDA受容体は中枢神経系に存在し、陽イオンを透過し、学習、記憶、シナプス発達などの生理学的プロセスにおいて重要な役割を果たします。この受容体は、異なるサブユニットからなる四量体（典型的にはサブユニット1と1つ以上のサブユニット2A～Dとのヘテロ二量体）であり、カルシウム、カリウム、ナトリウムを透過するチャネルを形成します。その特性はサブユニット構成によって決定されます。受容体のサブユニット構成の変化は、パーキンソン病、アルツハイマー病、うつ病、統合失調症などの病態生理学的状態と関連しています。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年6月],機能：グルタミン酸依存性イオンチャネルのNMDA受容体サブタイプ。高いカルシウム透過性とマグネシウムに対する電位依存的な感受性を有する。グリシンを介する。,類似性：グルタミン酸依存性イオンチャネル（TC 1.A.10）ファミリーに属する。,サブユニット：INADLおよびDLG4のPDZドメインと相互作用する（類似性による）。ゼータサブユニット（GRIN1）、イプシロンサブユニット（GRIN2A、GRIN2B、GRIN2C、またはGRIN2D）、そして第3サブユニット（GRIN3AまたはGRIN3B）からなるヘテロ多量体チャネルを形成する。,組織特異性：主に脳に存在し、小脳で優位に発現する。また、海馬、扁桃体、尾状核、脳梁、視床下核、視床にも存在する。心臓、骨格筋、膵臓でも検出される。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;長期増強;アルツハイマー病;筋萎縮性側索硬化症 (ALS);
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	パラフィン包埋ヒト脳組織における NMDAε3 抗体の免疫組織化学分析。

